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た
。
原
因
は
不
明
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
火
災
が
２
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
ゴ
ミ
の
分
別
・
出

し
方
に
関
す
る
啓
発
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た
。

放
射
線
対
策
課

　

広
野
工
業
団
地
南
側
の
町
有

地
は
、
可
燃
性
除
染
廃
棄
物
、

約
１
万
６
０
０
０
袋
の
減
容
化

処
理
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、

仮
置
場
と
し
て
周
辺
住
民
の
合

意
の
も
と
で
土
地
利
用
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
全
量
の
減
容

化
処
理
が
完
了
し
仮
置
場
と
し

て
の
役
目
を
終
え
た
こ
と
か

ら
、
企
業
誘
致
等
の
土
地
利
用

に
期
す
る
た
め
原
形
復
旧
工
事

を
発
注
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
今
年
度
分
の
中
間
貯

蔵
施
設
へ
の
除
染
廃
棄
物
等
の

運
搬
に
つ
い
て
、
環
境
省
か
ら

昨
年
の
３
倍
と
な
る
約
３
０
０

０
袋
を
搬
出
し
た
い
と
の
内
示

を
受
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
搬

出
時
期
、
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
現
時
点
で
は
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

仮
設
減
容
化
処
理
施
設
に
つ

い
て
は
、
計
画
ど
お
り
に
減
容

化
処
理
が
進
捗
し
順
調
に
稼
働

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
町

民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
を
最

優
先
と
し
た
円
滑
か
つ
確
実
な

運
営
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
監

視
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

仮設減容化施設全景

産
業
振
興
課

　

平
成
28
年
産
米
の
作
付
け
状

況
に
つ
い
て
は
、
作
付
け
水
田

の
全
筆
調
査
を
行
い
、
作
付
け

農
家
１
０
８
戸
、
作
付
け
面
積

１
６
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
ぜ
道
相
談
会
を
行

い
、
水
稲
生
育
管
理
、
病
害
虫

防
除
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
り
防
除
時
期
の
周

知
を
図
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
特
典

事
業
の
申
し
込
み
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
５
月
13
日
よ

り
ふ
る
さ
と
納
税
専
門
サ
イ
ト

に
掲
載
し
、
好
評
に
つ
き
、
予

定
数
の
１
０
０
０
件
の
申
し
込

み
数
に
達
し
た
た
め
、
８
月
末

で
受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
し

た
。
返
礼
品
の
発
送
は
11
月
か

ら
順
次
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

観
光
分
野
に
つ
い
て
は
、
８

月
11
日
に
広
野
町
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
を
二
ツ

沼
総
合
公
園
に
お
い
て
開
催

し
、
多
数
の
ご
来
賓
お
よ
び
町

内
外
か
ら
約
６
０
０
０
人
の
お

客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

里
山
再
生
モ
デ
ル
事
業
に
つ

い
て
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
施
設

で
あ
り
ま
す
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ス

タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
森
林
に
つ
い

て
、
森
林
の
除
染
や
間
伐
な
ど

の
森
林
整
備
を
行
い
、
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
を
安
心
し
て
利
用
で
き

る
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
、

国
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。

賑わいを見せたサマーフェスティバル

建　

設　

課

　


防
災
拠
点
道
の
駅
ひ
ろ

の

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
11
月
広
野
町
議
会
東

日
本
大
震
災
災
害
復
興
に
関
す

る
特
別
委
員
会
で
、
基
本
構
想

の
素
案
を
示
し
、
平
成
27
年
度

か
ら
は
、
官
、
民
お
よ
び
大
学

生
道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
協
働
・
連
携
の
も
と
、
基

本
計
画
・
事
業
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

ひろの道の駅イメージパース

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
25
回
に
わ

た
り
町
全
体
、
庁
内
関
係
各
課

横
断
的
な
調
整
会
議
、
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
へ
の
経
過
報

告
、
更
に
は
、
道
の
駅
整
備
検

討
委
員
会
に
加
え
「
経
営
・
管

理
運
営
研
究
部
会
」、「
農
産
物

販
売
・
地
域
特
産
品
部
会
」、「
防

災
機
能
研
究
部
会
」、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
部
会
」
４
つ

の
部
会
を
設
立
し
、
延
べ
93
人

の
委
員
の
組
織
体
制
に
よ
り
、

委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご

意
見
・
ご
教
示
を
い
た
だ
き
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
区
域
の
土
取
り

計
画
お
よ
び
敷
地
造
成
計
画
に

つ
い
て
は
、
敷
地
造
成
に
よ
る

残
土
が
50
万
～
60
万
立
米
発
生

す
る
こ
と
か
ら
、
富
岡
方
面
へ

の
県
営
防
災
林
整
備
事
業
の
盛

土
材
料
と
し
て
利
活
用
す
る
た

め
、
相
双
農
林
事
務
所
と
協
議

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
関
係
地

権
者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
、

広
野
町
と
国
土
交
通
省
磐
城
国

道
事
務
所
が
一
体
と
な
り
、
情

報
の
共
有
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
課

　

小
学
生
の
学
習
支
援
事
業
と

し
て
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
図
書
室
を

活
用
し
、
宿
題
を
は
じ
め
と
し

た
、
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
児
童
は
、
４
年
生
以

上
の
希
望
者
で
、
火
・
水
・
木

曜
日
の
３
時
15
分
か
ら
４
時
ま

で
の
45
分
間
実
施
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
４
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
計
31
人
の
参
加
が
あ

り
ま
す
。

  

中
学
生
の
学
習
支
援
事
業
に

つ
い
て
も
、
現
役
大
学
生
を
講

師
に
迎
え
て
の
町
営
学
習
塾
を

公
民
館
研
修
室
に
お
い
て
、
５

月
以
降
毎
月
２
日
間
と
夏
休
み

期
間
の
８
月
に
、
３
日
間
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
生
徒
数

は
24
人
で
す
が
、
２
学
期
以
降

の
高
校
受
験
に
向
け
た
指
導
に

も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
英
語
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
よ
り
新
た
に
英
語

の
履
修
時
間
を
大
幅
に
増
設
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
再
開
し
た

中
学
生
海
外
教
育
交
流
派
遣
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
カ

ナ
ダ
・
ケ
ロ
ウ
ナ
市
を
中
心
に

実
施
し
、
中
学
２
年
生
22
人
を

派
遣
し
ま
し
た
。派
遣
期
間
は
、

８
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
の
８

日
間
で
し
た
が
、親
元
を
離
れ
、

海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現

地
校
を
使
用
し
て
の
英
語
で
の

語
学
レ
ッ
ス
ン
、
同
世
代
の
人

た
ち
と
の
交
流
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

広
野
中
学
校
で
は
、
昨
年
に

続
き
、
映
像
制
作
を
通
し
て
ふ

る
さ
と
の
良
さ
、
伝
統
、
文
化

に
目
を
向
け
、
ふ
る
さ
と
の
誇

り
を
再
発
見
す
る
授
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
も
中

学
１
年
生
20
人
が
５
班
に
分
か

れ
て
町
内
で
取
材
や
撮
影
を
行

い
、
地
域
の
魅
力
を
再
確
認
し

ま
す
。
平
成
29
年
２
月
に
豊
島

区
で
開
催
さ
れ
る
日
本
こ
ど
も

映
画
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

貴重な経験をした中学生海外派遣

生
涯
学
習
課

　

７
月
14
日
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
教
育
機
会
の
確
保
」「
郷

土
愛
の
育
成
」「
世
代
間
の
交

流
」
を
目
的
と
し
た
広
野
町
ふ

る
さ
と
創
生
大
学
を
開
校
し
、

36
人
の
入
学
式
と
「
中
世
末
広

野
の
激
動
の
歴
史
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
第
１
回
目
の

授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

大
学
は
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で

４
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

７
月
18
日
、
本
町
を
会
場
と

し
て
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
剣
道

を
加
え
、
４
競
技
、
総
勢
３
３

８
人
の
参
加
登
録
に
よ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
震
災
以
降
、

選
手
の
確
保
や
練
習
環
境
等
が

十
分
で
な
い
町
村
が
あ
る
中
で

の
大
会
で
し
た
が
、
各
競
技
と

も
選
手
が
楽
し
み
な
が
ら
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

スポーツ交流大会で奮闘した広野町チーム

第 3 回 定 例 会 議 案
議　案

第60号
広野町税条例の一部を改正する条例

議　案

第61号
広野町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例

議　案

第62号
広野町消防団設置等に関する条例の

一部を改正する条例

議　案

第63号
財産の取得について

議　案

第64号
工事請負契約の締結について

（久保田１号線道路新設工事）

議　案

第65号
工事請負契約の変更契約について

（第２期災害公営住宅敷地造成工事）

議　案

第66号
平成27年度広野町一般会計歳入歳出

決算認定について

議　案

第67号
平成27年度広野町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算認定について

議　案

第68号
平成27年度広野町土地開発事業特別

会計歳入歳出決算認定について

議　案

第69号
平成27年度広野町公共下水道事業特

別会計歳入歳出決算認定について

議　案

第70号
平成27年度広野町農業集落排水事業

特別会計歳入歳出決算認定について

議　案

第71号
平成27年度広野町介護保険特別会計

歳入歳出決算認定について

議　案

第72号
平成27年度広野町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算認定について

議　案

第73号
平成28年度広野町一般会計補正予算

（第４号）

議　案

第74号
平成28年度広野町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）

議　案

第75号
平成28年度広野町土地開発事業特別

会計補正予算（第３号）

議　案

第76号
平成28年度広野町公共下水道事業特

別会計補正予算（第２号）

議　案

第77号
平成28年度広野町農業集落排水事業

特別会計補正予算（第１号）

議　案

第78号
平成28年度広野町介護保険特別会計

補正予算（第２号）

議　案

第79号
平成28年度広野町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）

議　案

第80号
広野町教育委員会委員の任命に関す

る同意を求めることについて

議　案

第81号
広野町教育委員会教育長の任命に関

する同意を求めることについて


